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高純粋度の単一光子の生成技術は量子情報通信における
最重要基盤技術であり，さまざまな手法を用いた単一光子源
の開発が精力的に進められている．しかし，従来の単一光子
源の多くは、光ファイバーへの取り出し効率が低いという問
題を抱えている．本研究では、超低損失テーパーファイバー
とその応用デバイス，および超高Q値モノリシック微小共振器
を開発し，これらに単一半導体量子ドットを結合させることで，
単一光子を単一モード光ファイバーに直接・高効率に結合す
る理論の確立とその技術を開発することを目的とする．	



パルス励起による単量子発光体からファイバーへの共鳴
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πパルス	

発光体の寿命よりも十分にパルス長の短いπパルスまたは３πパルスを照射するこ
とにより，理想的な単一光子（P0～1, P1～ 0）をファイバー中に直接生成することがで
きる．一方，発光体の寿命と同程度のパルス長をもつ２πパルスを照射すると,２光
子成分P2が優勢な光子パルスを生成することができる．	
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超低損失テーパーファイバーと	  
その応用デバイスの開発	

超高Q値モノリシック微小共振器
の開発 	

今後の展開	

本研究成果に基づき，単一モード
光ファイバーに高効率に結合した
単一光子源の実現が期待される．
また，本研究の直接の発展に留ま
らず，新たな微弱光検出技術の開
発，量子光学やナノ領域の光物性
物理学への展開，あるいは新規の
高分解能・高集光効率顕微鏡の実
現に繋がる．	

回折限界を超えた空間分解能の達成	 微小共振器として世界最高Q/V値の達成	


